
     
     就業構造基本調査の結果から 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 わくわくなデータいろいろ 

15～64 才は「生産年齢人口」となるのだが、平成 24 年の結果は 5 年前（H19）と

比べると、カズ君の言ったとおりとなっておるな。ちょっと寂しい・・・ 

博士、ほとんどがマイナスですが、静岡県が一番マイナス…大きいですね！ 

それに、東京都、大阪府、神奈川県、沖縄県、そして千葉県の女性の増加が

目立ちます。 

博士、女性は東京や大阪へ行ってしまったということでしょうか。 

じゃあ男性は？いろいろ気になってしまいます。 
   

就業※△○調査?…5 年に１度と言うことは、今年は調査の年ですね。

どんな結果が出るのかなぁ。 

就業構造基本調査という、働くことに関して５年に１度行われる調査からグラフを

作ってみたんじゃが、カズ君、どんなことがわかるかな？ 

統計センターしずおか 
検索 

就業構造基本調査は総務省が 5 年に 1 度行っており、

平成 29 年 10 月に実施されます。 

全国の１５歳以上が対象で、就業状況や仕事の内容、

年間就業日数などの働き方について調べるものです。 

調査期日は 10 月 1 日。調査対象になったら、しっかり回答すること。 

カズ君、知っているかい？ この統計調査への回答は義務となっておるぞ。 
 

高齢化も進んでいるから、65 才以上の有業者は増えておるかもしれん。 

次はそこを調べてみようかの～。 

男女別有業者数（15～64才）の増減　（Ｈ24年-Ｈ19年）

男  -86,200人
↓

↑
女  -58,500人
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男 女有業者：ふだん収入になる仕事をしている者

人 


